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本論文は, 1990年から2019年10月までの期間にWOS（Web of Science）コレクションで収録されてい
る管理学と経済学およびビジネス領域でDCに関連する文献に基づいきCiteSpaceソフトウエアを使用し
た計量書誌学的アプローチを使用し, DC理論の視覚化分析を行う。目的はDCの研究ホットスポットと
動向などを考察し, DC理論の著者, ジャーナル, 国, 参考文献などに関する幅広い情報を提供するとと
もに, 当該領域における今後の研究課題を提起することである。 
調査の結果, DC分野の研究が近年急速に増加し, 学際的なものとなっていることが分かった。また, 
最も生産性の高い著者と研究機関は米国, 英国, 中国, スペインの国にあること, 研究対象においては, 
DCと競争優位, 外部環境の関係, 知識マネジメント, DCの本質, DCの各次元のケイパビリテが最も多く




キーワード ダイナミクスケイパビリティ, 計量書誌学分析, 共引用分析, CiteSpace, 視覚化分析 
1. はじめに 
競争優位の研究領域において, Michel E.Porter(1985)が, ポジショニング理論を競争優位の源泉として最初に
提唱した。即ち, 競争優位は業界構造と業界構造によって決定される企業行動に由来すると指摘された。その
後, 競争優位は内部の経営資源から生まれるというリソース・ベースト・ビュー（Resource Based View：以下
RBV理論）(Barney, 1986, 1991;Grant, 1991;Rumelt, 1984), およびRBV理論の拡張であるコアコンピタンス理論1










するのか」に着目して, ダイナミクス・ケイパビリティ（Dynamic Capability, 以下DC）の概念の導入を試み, 
1997年にそれを新しい概念として提示した。DCは急速に変化する環境に対応するため, 企業の内部と外部のコ
ンピタンスを統合し, 構築し, 再編成する能力として定義されている（Teece, 1997）。近年,企業を取り巻く環境
の変化が急速になるにつれ, DC理論の重要性も高まっている。それにもかかわらず当該領域全体の俯瞰的な分
析, 研究の動向, 文献間の参照関係に関する研究レビューはまだ少ない。 
本稿はWeb Of Scienceのデータベースで収録されているDC関連の文献を対象に計量書誌学分析を行い, 当該
領域における重要な文献, 作者, 国と研究機関, 研究ホットスポットとその動向を明確にする。そして本論文の
構成は以下の通りである。第1節はじめの部分では, DC理論の背景と論文の構成を述べ, 第2節では研究方法と
目的を論述する。第3節ではデータの出所と検索手順を説明し, 続く第4節の解釈部分において, 参照文献, 著






ゴリーは, 著者, キーワード, 参考文献, ジャーナル, 国, 機関, および特別分野の傾向である（Abramo, 
D’Angelo＆Viel, 2011）。計量書誌学は, 1900年代初頭に出現した文学の定量的研究に端を発し, それ以来, 計量
書誌学に基づく文献分析は学術研究に広く適用されてきた（Diem＆Wolter , 2013）。そして計量書誌学の視覚

















出所：「CiteSpace知識図譜的方法論功能」（陳悦, 陳超美, 2015）より筆者作成。 
また, CiteSpaceは3つの視覚化ビューを提供している：クラスター・ビュ (ーCluster View), タイムゾーン・ビ


















これは2つ論文間の類似性を, それらの論文が（定期刊行物, 文書, 著者などで）同時に引用された回数によ
って測定する方法である。共引用分析法の一つ重要な手法はクラスター分析である。クラスター分析は, 文献
を複数のグループに分割する分析方法である。クラスター内の要素間には高い類似性があり, 異なるクラスタ
ー間には高度の非類似性がある（Chen, 2003）。また, CiteSpaceでは, クラスタリング・ラベルは引用された文























のフレーズで検索をかけ,  1990年から調査時点である2019年まで6に収録されたデータから, トピック検索を
行った。さらに, 管理学, 経済学, およびビジネス領域分野を限定し, 無関係な主題の文献を取り除いた後, 一
部のレコードタイプ（編集資料, 議事録など）を除外して, 記事とレビューに限定した。その結果, 5534件の文
献が抽出された。これらの文献についてCiteSpaceを用いて視覚化を行った。  
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 4.1. 出版論文の数量 
 
5 Thomson ReutersのWoS-Scienceは Citation Index Expanded（SCI-EXPANDED），Social Sciences Citation Index（SSCI），Arts＆
Humanities Citation Index（AHCI）などの データベースを含む-世界中の約 12,000の主要ジャーナルが収録されているため，強力


























タイトル 著者名 出版物名 出版日 合計引用数 
Dynamic capabilities and strategic 
management 
Teece, Dj; 





Aug 1997 9940 
Knowledge of the firm, combinative 
capabilities, and the replication of 
technology 




Aug 1992 5273 








Absorptive capacity: A review, 






Apr 2002 3680 





Win 1993 3055 
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Explicating dynamic capabilities: The 
nature and microfoundations of 
(sustainable) enterprise performance 
Teece, David J. Strategic 
management 
journal 
Dec 2007 2965 
Deliberate learning and the evolution of 
dynamic capabilities 







Prospering in dynamically-competitive 
environments: Organizational capability 
as knowledge integration 











Feb 2005 2066 
Strategic networks Gulati, R; Nohria, 




mar 2000 1630 
表4 被引用頻度が高いトップ10位の論文詳細 
出所：WOSの分析結果 


















図3 参照共引用マップ：クラスター・ビュ  ー
図 3のビュー密度は 0.015となるため, 各論文間にルースな関係があることが読み取れる。さらに, 図 3が示
すように, ＃0から＃9の 10個のクラスター（研究トピック）が生成している9。クラスターの名称は, DCの研
究における研究ホットスポットを表している。それぞれは 0. technological learning 技術学習 1. Resource-based 
view of the firm 企業のリソースベースのビュー2. dynamic capabilities.ダイナミック・ケイパビリティ 3. strategic 
alliances 戦略的提携 4. competition 競争 5. indusrty evolution 産業進化 6. amibidexterity（組織の）二元性 7. open 
innovationオープン・イノベーション 8. business model ビジネスモデル 9. knowledge assets知識財産となってい













Name Size Silhouette Year 
Cluster 0 Technological Learning 技術学習 151 0.723 1993 
Cluster Resource-Based View of the Firm 企業のリソースベースビュ
 ー
134 0.593 2000 
Cluster 2 Dynamic Capabilities.ダイナミック・ケイパビリティ 134 0.655 2009 
Cluster 3 Strategic Alliances 戦略的提携 63 0.803 1997 
Cluster 4 Competition 競争 58 0.792 1997 
Cluster Indusrty Evolution 産業進化 51 0.834 1996 
Cluster 6 Amibidexterity（組織）二元性 48 0.829 2005 
Cluster 7 Open Innovationオープンイノベーション 20 0.978 2011 
Cluster 8 Business Model ビジネスモデル 17 0.994 2008 
Cluster 9 Knowledge Assets 知識財産 4 0.997 1995 
表5 参照共引用のクラスターの情報 
参照共引用のタイムライン分析   
図4では共引用クラスターのタイムラインの視覚化結果を表している。 
 
図4 共引用クラスターマップ：タイムラインビュ  ー
この図からはクラスター＃1, ＃２, ＃3, ＃9の節点の集中度が高いことが読み取れる。初期段階では主にリ
















また,図5に, 最も引用された10名の研究者及び記事引用頻度, 集中度をリスト化した（表6）。そこから, 当
該領域において論文が多く参照された学者の中で一位を占めるのは, DCを提出したTeece D.J.である。二番目, 







Frequency Centrality12 Author Year 
3642 0.18 Teece DJ 1992 
2652 0.14 Eisenhardt KM 1995 
1848 0.12 Barney J 1993 
1307 0.03 Zahra SA 2004 
1295 0.03 Grant RM 1995 
1243 0.08 Cohen WM 1993 
1158 0.02 Helfat CE 2003 
1139 0.04 Winter SG 1996 
1117 0.09 Kogut B 1995 
1083 0.06 Nelson R 1992 
















Frequency Centrality Author Year 
4656 0.04 Strategic Management Journal 1992 
3796 0.06 Academy of Management Review 1994 
3633 0.09 Organization Science 1992 
3337 0.08 Academy of Management Journal 1994 
3165 0.12 The Journal of Marketing 1993 
3025 0.05 Administrative Science Quarterly 1992 
2729 0.04 Management Science 1992 
2596 0.11 Harvard Business Review 1992 
2455 0.06 Journal of Management Studies 1995 
2074 0.07 Research Policy 1992 




表7より, 最も引用頻度の高いジャーナルは, Strategic Management Journalとなり, 次はAcademy of Management 








Frequency Keyword Frequency Keyword 
225 Dynamic Capabilities 69 Integrative Management 
206 Firm Performance 69 Organizational Paradoxe 
117 Product Innovation 68 Market Value 




92 Empirical Investigation 67 Customer Relationship 
Management 
92 Marketing Capabilities 67 Generative Learning 
Orientation 
82 Absorptive Capacity 66 Ambidexterity Dynamism 
76 Moderating Effect 66 Ceo-Tmt Interaction 
73 New Organizational 
Form 
65 Environmental Turbulence 
表8 1990-2019 DC研究キーワード情報統計 
表8に示しているキーワードおよびそれらに関する先行研究に基づき, DCの研究は主に以下の研究領域にま
とめることができる。 
第一に, DCの概念, 本質に関する研究である（Generative Learning Orientation）。DCの分析の視点は, 主に三
つ——資源統合観, ルーティン進化観と知識観に分けることができる（Teece& Pisano, 1994；Teece, Pisano & 
Shuen, 1997；Teece, 2007； Zott, 2003；Zollo ,M & Winter ,S., 2002； Winter, 2003；Subba, 2001；Eisenhart & 
Martin, 2000）。資源統合観を代表するTeece et al.（1997）は, DCの分析フレームワーク, いわゆる3P モデル－
プロセス（Process）, ポジション（Position）, およびパス（Paths）を提案した。そしてルーティン進化観にお
いて, Zott（2003）は, DCは組織プロセスに組み込まれたルーティンであり, 資源の再構築, 運営ルーティンの
進化を導くと主張している。知識観においては, Zollo  & Winter  (2002)  によると, DCは「学習メカニズム」
であり, 「暗黙の経験の蓄積プロセスと明確な知識の連結とコード化の活動の共進化」によって遂行される知
識創造のプロセスである。 
第二は, DCの構成次元もしくはプロセスに関する研究である（Marketing Capabilities ,Absorptive 
Capacity,Customer Relationship Management,Generative Learning Orientation, Organizational Paradoxe）。多くの学者
(Grant, 1996；Pisano, 1994；Teece et al., 1997, Eisenhardt &Martin, 2000；Zahra & George, 2002；Aimilia et al. , 
2011；Kwon, 2013)は, 学習および資源や知識利用プロセスの観点からDCの次元を要約している。他方, 一部分
の学者は, DCが特定のビジネス・プロセスで具体化できると想定している（Eisenhardt & Martin, 2000; Helfat et 
al.,2007; Helfat & Winter,2011）。彼らは具体的な業務プロセスの側面, 例えばDCをマーケティング能力
（Marketing Capabilities） (Danneels, 2008), 研究開発能力(Helfat, 1997）, 吸収能力（Absorptive Capacity）
（Zahra & George,2002)）として扱っている。 
第三は, 企業のパフォーマンス, イノベーションとの関連性に関する研究である（Moderating Effect, Product 
Innovation, Open Innovation, Firm Performance, Market Value, Environmental Turbulence）。DCと企業のパフォーマ
ンスの関係性に関しては主に三つの立場がある。一つの立場によれば, DCは直接的に企業および新製品開発の



























1576 0.20 USA 1992 324 0.06 GERMANY 2000 
784 0.32 ENGLAND 1996 308 0.04 ITALY 1997 
662 0.06 PEOPLES R 
CHINA 
2001 241 0.15 FRANCE 2001 
405 0.10 SPAIN 2003 235 0.14 CANADA 1998 





























55 0.08 Lappeenranta 
University of 
Technology 
2007 44 0.08 Indiana 
University 
2007 
51 0.13 University of 
Leeds 




50 0.03 University of 
Pennsylvania 
2000 41 0.08 Aalto 
University 
2009 
47 0.10 Bocconi 
University 




46 0.09 University 
of Illinois 






タ大学（Lappeenranta Univ Technol）,英国のリーズ大学（University of Leeds）,アメリカのペンシルベニア大学
（University of Pennsylvania）,イタリアのルイージ・ボッコーニ商業大学（Bocconi University）となっている。
しかし,中心度の順としては,リーズ大学（0.13）が頻度ランキングトップを占めており, それにルイージ・ボッ
コーニ商業大学（ Bocconi University, 0.10）, 英国のマンチェスター大学（The University of Manchester, 0.10）, 




方法と比較し, その手法によって, 学術研究ホットスポット, 重要な著者, 学術機関を判明し, DCの発展経路お
よび将来の発展方向性を把握することができた。DCの研究を俯瞰し, それに関連する論文や論文の引用群を閲




加している（出版のデータを参照）。第二に, 先駆的研究者として, Teece, Pisano & Shuen (1997), Eisenhardt & 
Martin (2000), Zollo & Winter (2002) が挙げられる。DCの研究が掲載された雑誌の中でではStrategic Management 





分析を参照）。第四に,  DCは組織, 戦略マーケティング領域等さまざまな分野で研究されている。ここ数年, 
研究ホットスポットはDCの研究とオープン・イノベーション, ビジネスモデル,組織の二元性を結合した研究
であることが分かった（参照共引用のクラスター分析, 参照共引用のタイムライン分析, キーワードの共起分
析を参照）。また, 本研究の分析結果により, DC理論における他の領域や要素, 例えばIT能力, 企業のビジネス
モデル, イノベーション, ビッグデータを結合する研究が今後のトレンドであることが推測できる。 
しかし本研究にはアプローチの面においていくつかの不足点が挙げられる。まずは, 対象となる文献の数で
ある。本論文ではCiteSpaceによる推奨ソースWebサイト（Web of Science）のデータベースを利用して分析を行
ったが, Web of Science）に収録されていない一部の重要な文献が除外されている。次に, CiteSpaceを通じてDC
領域の重要な記事, 著者, 学術機関を俯瞰することができたが, 重要な記事の内容に踏み入ることはできていな
い。これらの不足点に対して, 今後他のデータベースを利用し, 広い範囲の論文を収集し分析を行うこと, およ
びDC理論における重要文献を, その内容にまで踏み込んでレビューすることが今後の課題である。 
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